
 

 

 

  

＜ 第 23 号 ＞ 
２００9．９．１発行 

島根県農地･水･環境保全協議会 

 

 

 

島根県では、平成２１年６月末ま

でに共同活動９組織、営農活動８組

織（８区域）からの新規採択申請が

ありました。共同活動では、松江市、

大田市、安来市、出雲市、川本町、

益田市、津和野町から、営農活動で

は、平成 20 年度までの継続組織の

中で 11 区域が追加になった外、安

来市、奥出雲町、津和野町、出雲市

から新たに組織が加わりました。 

県全体では、既に３年目を迎え順

調に活動に取り組まれている組織

から今年度産声をあげた新しい組

織まで、現在までに４８６組織とな

り、引き続き中国四国農政局管内で

はトップの組織数です。 

県協議会では、組織の皆様方によ

って地域の農業や農村のための活

動が、ますます発展していくことを

願って、一層の支援を行っていきた

いと考えております。 

 

平田輪中地域環境保全対策 

平成２１年６月３０日現在

松 江 市 38 1,031 1 1 4.3

安 来 市 45 1,469 1 1 96.9

東出雲町 8 337 1 1 8.2

雲 南 市 78 2,128 5 5 15.0

奥出雲町 9 2,605 6 18 186.1

飯 南 町 22 1,094 10 10 124.2

出 雲 市 68 2,394 10 12 99.2

斐 川 町 1 2,300 1 18 163.9

川 本 町 11 163 0 0 0.0

美 郷 町 35 357 2 2 9.0

邑 南 町 3 1,619 3 35 143.4

大 田 市 21 623 1 1 5.2

浜 田 市 18 1,051 3 13 114.3

江 津 市 21 411 6 7 24.8

益 田 市 38 938 11 12 156.9

津和野町 47 544 14 14 85.2

吉 賀 町 14 171 5 6 33.3

海 士 町 1 107 0 0 0.0

西ノ島町 1 338 0 0 0.0

知 夫 村 1 232 0 0 0.0

隠岐の島町 6 176 0 0 0.0

合     計 486 20,088 80 156 1,269.9

市町村名

共同活動 営農活動

組織数
対象農用地

面積
（ha)

組織数 区域数
取組面積
（ha)



 

 

 

横田地区農地・水・環境保全協議会の蔵屋自治会内では、子

供会、老人会、地域住民の皆さんが参加して「花壇づくり」を

行いました。植え付けた花苗は、以前より横田小学校と商業地

域の皆さんで育苗管理をしていたもので、皆さんの手元で愛情

込めて育てた花の苗ということから、より親しみの持てる花壇

づくりが出来たと思います。 

また、花壇づくりの傍らでは他の１１自治会の自治会長、実

行委員の皆さんでセンチピードグラスのわら芝の張りつけ、ピ

ット苗（協議会で育苗）の植栽研修も行いました。条件の違い

はありますが、「わら芝とピット苗」の比較の実証を行い、今

後の活動の参考にしていきます。  

当日は、活動途中から雨が降ってきましたが、さすがに皆さ

ん準備万全、すぐにカッパに着替えて計画どおり終わることが

出来ました。 

協議会としては 40 名ぐらいの参加見込みを考えていました

が 72 名の参加があり、今後の活動への手ごたえを感じたとこ

ろです。 

 

      

 

 

農 地 ・ 農 業 用 施 設 の 維 持 管 理 に つ い て 次 の 制 度 が 始 ま っ て い ま す 。 

①耕作放棄地に困っておられる組織の方 

耕作放棄地の再生利用・発生防止対策 

・耕作放棄地の再生と併せて水路や農道整備、鳥獣害防止柵の設置などができます。 

問い合わせ先  県庁農村整備課 資源保全スタッフ TEL（0852-22-6262） 

②水路、農道、ポンプ、ため池等が老朽化し困っておられる組織の方 

農地有効利用支援整備事業 

・工事費１箇所２００万円未満の農地や水路などの簡単な整備ができます。 

問い合わせ先  水土里ネット島根 技術支援グループ TEL（0852-32-4143） 

活活動動事事例例紹紹介介  

活動組織名：横田地区農地・水・環境保全協議会 

（奥出雲町） 

くらや 

ふれあいロード 
と命名しました！ 



 

 

 

 

 ６月から実施しています活動組織対象の「平成２０年度実施

状況確認及び相談会」も東部、隠岐地域が終わり、現在、西部

地域を実施中です。この確認・相談会は、活動状況や組織体制、

会計事務等についてお聞きしたり、活動記録、会計帳簿等の確

認を行っていますが、問い合わせや相談にもお答えしています。 

 農地・水・環境保全向上対策も３年目に入り、各組織では地

域の皆さんの共同活動が順調に取り組まれ、その成果が着実に

見えてきています。本対策は組織の皆さんが作り上げていく制

度です。本対策を活用することによって、地域振興が一層図ら

れていきますことを、切に願うところです。 

 これまでに確認した中で気を付けていただきたい点について、主なものを次のとおり整理しました。今

後の円滑な事務や活動実施の参考にしてください。 

会計処理について 

●日当支払いには、参加者、作業日、作業時間、時間単価、金額等を記入した日当計

算表を作成し保存しておきましょう。 

●領収書には宛名、但し書きが必要ですが、「宛名」は活動組織名とし「但し書き」に

は内訳が分かるよう数量等を記入しましょう。請求書で内訳が分かる場合は請求書を添付します。 

領収書に代わってレシートでも認められています。 

●金銭出納簿には、内容、金額、領収書番号、活動日等が分かるよう記入しましょう。内容欄は、活動

内容や参加人数、数量等を記入しておくと分かりやすくなります。 

●当該年度内に実施した活動に掛かった経費は、その年度の会計で処理しましょう。当年度分の支出を

翌年度の会計から支出することはできません。 

●業者委託する場合は、内訳の分かる見積書の他、特に委託額が高額となる場合は契約書又は請書を揃

えましょう。また、内訳の分かる請求書に基づいて支払い、領収書を揃えます。 

●日当単価、借り上げ料、役員報酬等、組織内で協議のうえ決定し記録に残しておきましょう。 

その他 

●点検・機能診断の結果やアンケート等による住民の皆さんの要望や意見を取りまとめ、年度計画を立

てましょう。  

●活動状況や水質調査などの調査結果等、広く住民の皆さんに広報し理解を深めまし 

 ょう。 

●女性や子供たちも含め、みんなが楽しみながら参加できる活動を実施しましょう。 

●共同活動の記録として作業日報（活動が確認できる記録）を作成しておきましょう。 

実施状況報告書や金銭出納簿の支払い等の根拠資料となるので保存しておきます。 

●組織規約に表記した会議は必ず開催することになっています。また、会計監査は必 

ず行い会議等で報告しましょう。 

 

活動組織対象 実施状況報告確認及び相談会開催中！ 

 



 

 

～農地・水・環境保全向上対策に関することは！～ 

◆島根県農地・水・環境保全協議会まで 
〔事務局〕水土里ネット島根  Tel0852-32-4141  Fax0852-24-0848 
http://www.shimanedoren.or.jp/arkadia/kai_set.htm 

◆島根県農林水産部農村整備課資源保全スタッフ（共同活動） Tel0852-22-6262 
     〃  農畜産振興課有機農業グループ（営農活動） Tel0852-22-6477 

http://www.pref.shimane.lg.jp/industry/norin/nougyo/kojo_taisaku/ 
◆又は県内各農林振興センター、最寄りの各市町村担当課までお問合わせ下さい。 

 

★今月の予定★ 

 １（火） 
～２（水） 

平成２０年度実施状況確認・指導会 
（江津市） 

１０（木） 
～１１（金） 

平成２０年度実施状況確認・指導会 
（大田市） 

 

 
３（木） 

平成２０年度実施状況確認・指導会 
（邑南町） 

１４（月） 
～１６（水） 

平成２０年度実施状況確認・指導会 
（津和野町） 

 

 ７（月） 
～９（水） 

平成２０年度実施状況確認・指導会 
（益田市） 

  
 

 

 

 

 

 
 

 

 
郵便番号、住所、氏名、電話番号、組織の方ならば活動組織名、を明記。 
郵便、ファックス、メール、電話での投稿。次号への掲載は、前月２０日ころまでに必着。 
宛先は、〒690-0876松江市黒田町 432-1 島根県土地改良事業団体連合会「おたよりコーナー」係。 
FAX番号（0852）24-0848、電子メール shigenhozen@shimanedoren.or.jp 

【投稿規定】 

本郷環境保全組合（浜田市）よりお便りが届きました。 

モウ～いいよ！～牛の放牧で遊休農地の維持管理～ 

牛さんご苦労様でした。 

きめ細やかな雑草対策として、牛・

ヤギ・羊等の草食を利用するのも一

つの方法ですね！ 

過疎・高齢化の著しい本郷地区（浜田市旭町）

では、レンタルした牛の力を借りて農地の雑草

対策を行いました。牛は７０ａの田の草を平均し

て食べていますが、特定の草は残していました。

「２頭の牛で１カ月半の間であれだけの草をよく

食べたな」と関係者はみな感激しています。 


